
 

 『 沙 石 集 』 諸 本 は 本 文 の 成 立 の 段 階 に よ り 、 古 本 系 と 流 布 本 系 に 大 別 さ れ る 。 古 本 系 は

古 い 本 文 を 持 つ 伝 本 で あ り 、 流 布 本 系 は 後 の 改 訂 を 経 た 新 し い 本 文 を 持 つ 伝 本 で あ る 。 こ

の 二 系 統 に 『 沙 石 集 』 の 主 要 な 伝 本 を 分 類 す る と 次 の よ う に な る 。  

 

〔 古 本 系 〕  

十 二 帖 本 … 俊 海 本 ・ 米 沢 本 ・ 北 野 本 ・ 藤 井 本  

十 帖 本 … 梵 舜 本 ・ 成 簣 堂 本 ・ 阿 岸 本 ・ 真 福 寺 本  

〔 流 布 本 系 〕  

十 帖 本 … 内 閣 本 ・ 長 享 本 ・ 東 大 本 ・ 神 宮 本 ・ 岩 瀬 本 ・ 刊 本  

 

本 稿 で は 、 最 も 古 い 本 文 形 態 を 持 つ と 考 え ら れ る 俊 海 本 を 起 点 と し て 、 梵 舜 本 、 成 簣 堂 本

の 性 格 を 明 ら か に し 、 古 本 系 統 か ら 流 布 本 系 統 へ と 移 行 す る 問 題 点 を 含 む 内 閣 本 、 長 享 本

ま で を 考 察 の 対 象 と し た 。 無 住 は 弘 安 六 年 に 『 沙 石 集 』 を 脱 稿 後 、 永 仁 三 年 と 徳 治 三 年 に

大 改 訂 を 施 し て い る 。 こ の 二 段 階 の 改 訂 を 受 け て い る か 否 か を 明 白 に し 、 『 沙 石 集 』 の 本

文 が 加 筆 、 削 除 、 裏 書 等 を 経 て ど の よ う に 変 化 し た か を 考 え 、 現 存 す る 諸 伝 本 の 前 後 関 係

を 解 明 す る こ と を 目 的 と し た 。  

以 下 、 章 段 ご と に 概 要 を 示 す 。  

 

序 章 『 沙 石 集 』 伝 本 研 究 の 課 題 と 展 望  

 

 ま ず 第 一 節 で は 、 『 沙 石 集 』 伝 本 に 関 す る 先 行 研 究 を ま と め た 。 渡 辺 綱 也 に よ る 岩 波 日

本 古 典 文 学 大 系 解 説 と 、 小 島 孝 之 に よ る 小 学 館 新 編 日 本 古 典 文 学 全 集 解 説 を 元 に し て 、 研

究 史 の 流 れ を 概 観 し た 。 渡 辺 は 、 収 録 説 話 数 の 多 寡 に よ り 、 広 本 と 略 本 と い う 分 類 を し た

上 で 、 『 沙 石 集 』 諸 本 は 広 本 か ら 略 本 へ と 説 話 が 削 除 さ れ る 形 で 成 立 し た 、 と 考 え た 。 永

ら く そ の 考 え 方 が 主 流 で あ っ た が 、 小 島 は こ れ に 対 し て 、 成 立 に 比 重 を 置 き 、 古 本 と 流 布

本 と い う 分 類 を 新 た に 提 唱 し て お り 、 本 稿 も こ の 小 島 の 分 類 に 従 っ て 考 察 を 進 め た 。  

 次 に 第 二 節 で は 、 『 沙 石 集 』 伝 本 研 究 の 問 題 点 に つ い て 述 べ た 。 ま ず 『 沙 石 集 』 は 、 無

住 が 弘 安 二 年 に 起 稿 し た 後 、 二 、 三 年 の 休 筆 期 間 を 経 て 、 弘 安 六 年 に 脱 稿 し た も の で あ る

が 、 休 筆 以 前 に 巻 の ど こ ま で 書 き 、 休 筆 以 後 に 書 き 継 い だ の は ど の 巻 か ら か 、 と い う こ と



が 従 来 問 題 視 さ れ て き た 。 無 住 は 弘 安 六 年 に 一 旦 『 沙 石 集 』 を 成 し た 後 、 永 仁 三 年 と 徳 治

三 年 に 自 ら 大 改 訂 を 施 し て い る 。 加 え て 後 人 の 改 訂 も 受 け 入 れ る 姿 勢 を 持 っ て い た こ と か

ら 、 結 果 と し て 、 無 住 自 身 の 改 訂 と 後 人 の 改 訂 が 入 り 交 じ っ た 錯 綜 し た 本 文 が で き あ が り 、

そ れ が 『 沙 石 集 』 の 成 立 過 程 を 考 察 す る 際 に 大 き な 壁 と な っ て き た 。 そ の 中 で 渡 辺 は 、 無

住 が 休 筆 以 前 に 書 い た の は 巻 五 ま で で あ る 、 と い う 見 解 を 示 し 、 そ の 根 拠 の 一 つ と し て 、

五 帖 本 の 存 在 を あ げ た の で あ る 。 五 帖 本 は 、 『 沙 石 集 』 の 巻 五 ま で の 内 容 で 終 わ っ て い る

伝 本 で あ り 、 阿 岸 本 、 吉 川 本 が 含 ま れ る 。 し か し こ れ ら の 伝 本 が 最 初 か ら 巻 五 で 終 了 す る

こ と を 目 指 し て 書 か れ た 本 で あ る か ど う か は 再 検 討 の 余 地 が あ り 、 同 時 に 、 梵 舜 本 に つ い

て も 、 渡 辺 に よ り 草 稿 本 的 な 面 影 を 残 す 本 と 位 置 づ け ら れ た が 、 よ り 内 容 的 に 精 査 す る こ

と が 求 め ら れ る 。  

 第 三 節 で は 、 『 沙 石 集 』 伝 本 研 究 の 展 望 に つ い て 述 べ た 。 『 沙 石 集 』 の 伝 本 の 多 様 性 を

認 め た 上 で 、 ゆ る や か に 諸 本 の 成 立 を 捉 え る こ と 、 ま た 『 沙 石 集 』 の そ の 後 の 展 開 と し て 、

そ れ ぞ れ の 時 代 に お い て 定 番 と も 言 え る 『 沙 石 集 』 は ど の 系 統 を 引 く 本 で あ っ た の か 、 現

在 ま で の 『 沙 石 集 』 需 要 の 問 題 に も 、 関 心 を 向 け て い く 必 要 性 を 論 じ た 。  

 

第 一 部 古 本 系 諸 本 の 成 立 ― 十 二 帖 本 ―  

 

第 一 章 俊 海 本 概 観  

 

 古 本 系 の 中 で 最 も 古 い 本 文 を 持 つ と 思 わ れ る 十 二 帖 本 に は 、 俊 海 本 、 米 沢 本 、 北 野 本 、

藤 井 本 が あ る が 、 そ の 中 で も 特 に 本 文 が 古 態 を 留 め て い る 俊 海 本 に つ い て 、 考 察 し た 。 俊

海 本 は 巻 一 ・ 巻 七 ・ 巻 十 上 が 現 存 し て お り 、 鎌 倉 多 宝 寺 の 長 老 俊 海 が 所 持 し て い た 本 で あ

る 。 そ の 伝 来 に つ い て 確 認 し た 上 で 、 題 目 を 米 沢 本 、 慶 長 古 活 字 本 と 比 較 し た 。  

 

第 二 章 俊 海 本 か ら の 改 変  

 

 俊 海 本 の 本 文 に つ い て 、 そ の 特 色 を 考 察 し た 。 ま ず 第 一 節 で は 、 巻 一 第 十 条 「 或 浄 土 門

行 人 軽 神 明 蒙 其 殃 事 」 を 取 り 上 げ 、 話 の 展 開 が 『 興 福 寺 奏 状 』 を 基 盤 に し て 進 め ら れ て い

る こ と を 指 摘 し た 。 し か し 『 沙 石 集 』 の 話 は 、 『 興 福 寺 奏 状 』 を 念 頭 に 置 き つ つ も 、 無 住

の 主 張 に 沿 う 形 に か み 砕 か れ て 、 『 沙 石 集 』 の 一 話 と し て 再 生 し て お り 、 そ こ に 無 住 の 説



話 集 編 者 と し て の 手 法 を 見 て 取 る こ と が で き た 。 ま た 俊 海 本 で は 、 悪 人 往 生 に 関 す る 記 述

が 他 本 に 比 し て 著 し く 欠 け て お り 、 無 住 の 改 訂 を 経 て 、 加 筆 さ れ て い っ た こ と を 指 摘 し た 。

し か し そ れ は 、 無 住 の 悪 人 往 生 に 関 す る 知 識 が 増 大 し た こ と を 意 味 せ ず 、 恐 ら く は 説 経 等

の 場 の 要 請 か ら 、 よ り 詳 述 す る 必 要 性 が 生 じ た 結 果 で あ る と 捉 え た 。  

 次 に 第 二 節 で は 、 俊 海 本 に は な く 、 後 々 加 筆 さ れ た と 思 わ れ る 話 を 二 話 と り あ げ た 。 信

西 関 連 説 話 と 裁 判 説 話 で あ る が 、 こ れ ら に つ い て は 、 加 筆 さ れ た 意 図 が 容 易 に 解 け ず 、 今

後 に 課 題 を 残 す こ と と な っ た 。  

  

第 二 部 古 本 系 諸 本 の 展 開 ― 十 帖 本 ―  

 

第 一 章 梵 舜 本 の 考 察  

 

 梵 舜 本 は 、 渡 辺 綱 也 に よ り 草 稿 本 的 な 面 影 を 残 す 本 と 位 置 づ け ら れ た が 、 他 本 に 比 し て

収 録 説 話 数 の 多 い 巻 六 と 巻 八 が 、 従 来 検 討 の 対 象 と さ れ る こ と が 多 か っ た 。 そ こ で ま ず 第

一 節 で は 、 巻 六 ・ 巻 八 以 外 の 巻 に つ い て 検 討 を 加 え 、 梵 舜 本 の 性 格 を 明 ら か に す る こ と に

し た 。 構 成 の 問 題 と し て 、 巻 一 か ら 巻 四 を 考 察 し た 結 果 、 梵 舜 本 は 米 沢 本 よ り も 後 出 の 本

文 を 持 つ こ と が 判 明 し た 。 ま た 、 無 住 の 師 で あ る 聖 一 国 師 （ 円 爾 弁 円 ） 開 山 の 東 福 寺 と の

関 連 を 考 え た 結 果 、 梵 舜 本 に は 東 福 寺 関 連 の 記 事 が 存 在 す る に も 関 わ ら ず 、 米 沢 本 に は ほ

と ん ど 存 在 し な か っ た 。 無 住 は 晩 年 に か け て 東 福 寺 と 関 係 を 密 に し て い き 、 そ れ と 連 動 し

て 『 沙 石 集 』 に も 東 福 寺 関 連 記 事 を 加 筆 し て い っ た 可 能 性 が あ り 、 こ の 点 か ら も 、 東 福 寺

色 の 薄 い 米 沢 本 が 、 濃 い 梵 舜 本 よ り も 先 行 す る こ と が 明 ら か で あ り 、 梵 舜 本 は む し ろ 増 補

本 で あ る と の 結 論 を 得 た 。  

 第 二 節 で は 、 巻 五 ・ 巻 六 ・ 巻 八 に 焦 点 を 当 て て 、 梵 舜 本 の 特 色 を 考 え た 。 梵 舜 本 に の み

確 認 で き る 話 は 卑 俗 で あ る と の 理 由 で 、 そ れ ら は 後 々 削 除 さ れ た と 考 え ら れ て き た が 、 梵

舜 本 に は 一 貫 し た テ ー マ と も 言 う べ き 話 の 構 成 概 念 が あ り 、 削 除 さ れ た と 思 わ れ た 諸 話 は 、

反 対 に 増 補 さ れ た も の で あ る 可 能 性 が あ る こ と を 指 摘 し た 。  

 

第 二 章 成 簣 堂 文 庫 本 の 考 察  

 

 従 来 考 察 の 対 象 と な ら な か っ た 成 簣 堂 文 庫 蔵 江 戸 初 期 写 本 （ 成 簣 堂 本 ） に つ い て 考 察 し



た 。 第 一 節 で は 、 前 提 と し て 、 従 来 五 帖 本 と し て 特 別 な 価 値 を 付 与 さ れ て き た 阿 岸 本 、 真

福 寺 本 、 吉 川 本 に つ い て 再 検 討 し 、 そ れ ら が 始 め か ら 巻 五 ま で を 目 途 と し て 構 成 さ れ た 本

で は な く 、 巻 十 ま で 元 々 あ っ た 本 を 書 写 し つ つ も 、 何 ら か の 事 情 で 途 中 で 書 写 を 断 念 し た

結 果 出 来 た 本 で あ る こ と を 指 摘 し た 。  

 第 二 節 で は 、 成 簣 堂 本 の 書 誌 と 構 成 に つ い て 、 簡 単 に 述 べ た 。  

 第 三 節 で は 、 成 簣 堂 本 の 巻 二 に つ い て 、 米 沢 本 、 梵 舜 本 、 阿 岸 本 と の 比 較 検 討 を 行 い 、

特 に 地 蔵 菩 薩 関 連 説 話 の 異 同 か ら 、 成 簣 堂 本 が 永 仁 三 年 の 改 訂 を 経 て い な い 本 文 を 持 つ 可

能 性 を 指 摘 し た 。  

 第 四 節 で は 、 成 簣 堂 本 の 巻 四 ・ 巻 五 に あ る 裏 書 に 焦 点 を 当 て て 考 察 し た 。 成 簣 堂 本 の 裏

書 は 、 早 い 段 階 で 加 筆 さ れ た タ イ プ の も の で 、 後 の 改 訂 で 削 除 さ れ 、 刊 本 等 の 本 文 に は 受

け 継 が れ な か っ た も の が 多 い と の 印 象 を 受 け た 。  

 第 五 節 で は 、 成 簣 堂 本 の 巻 九 に つ い て 、 米 沢 本 、 梵 舜 本 、 刊 本 と の 比 較 検 討 を 通 し て 考

察 し た 。 巻 九 は 、 各 本 に 異 同 の 激 し い 巻 で あ る が 、 米 沢 本 ・ 梵 舜 本 に 比 し て 考 え る と 、 成

簣 堂 本 は 改 訂 を 加 え た よ り 新 し い 本 文 を 持 っ て お り 、 刊 本 と 共 通 す る 部 分 が 多 い こ と が わ

か っ た 。 な お 最 後 に 、 成 簣 堂 本 巻 九 の 全 翻 刻 を 収 録 し た 。  

 第 六 節 で は 、 成 簣 堂 本 の 巻 十 に つ い て 考 察 し た 。 本 文 自 体 は 流 布 本 系 統 と 同 様 で あ る に

も 関 わ ら ず 、 古 本 系 統 に し か 確 認 で き な い 話 も 収 録 し て お り 、 成 簣 堂 本 の 性 格 を 特 定 す る

に は 困 難 さ が 目 立 っ た 。 た だ 『 沙 石 集 』 諸 本 の 全 般 の 流 れ か ら す る と 、 恐 ら く は 古 い タ イ

プ の 本 文 を 残 し た 、 古 本 系 十 帖 本 の 一 本 と し て 捉 え る こ と が 適 当 で あ る が 、 と り わ け 阿 岸

本 、 梵 舜 本 と の 前 後 関 係 の 判 定 が 難 し く 、 細 か い 位 置 付 け に つ い て は 今 後 の 課 題 と な っ た 。  

 

第 三 部 古 本 系 諸 本 か ら 流 布 本 系 諸 本 へ ― 流 布 本 系 諸 本 の 初 期 的 問 題 ―  

 

第 一 章 内 閣 文 庫 本 の 考 察  

 

 内 閣 文 庫 本 は 、 第 一 類 本 と 第 二 類 本 に 分 類 さ れ る 。 第 二 類 本 （ 巻 六 ・ 巻 七 ・ 巻 八 ・ 巻 十 ）

は 刊 本 と ほ と ん ど 同 内 容 の 伝 本 で あ る 。 第 一 類 本 （ 巻 一 ～ 巻 五 ・ 巻 九 ） は 、 裏 書 を 多 く 含

む こ と か ら 、 従 来 の 渡 辺 の 分 類 で は 広 本 系 と 位 置 づ け ら れ た が 、 新 し い 本 文 を 有 す る 流 布

本 系 の 一 本 と し て 扱 っ た 。 第 一 節 で は 、 内 閣 文 庫 本 の 書 誌 、 本 文 系 統 に つ い て 考 察 し た 。

 第 二 節 で は 、 第 一 類 本 の 裏 書 に つ い て 詳 し く 検 討 を 加 え た 。 内 閣 本 の 裏 書 は 、 本 文 の ど



こ に 挿 入 す べ き か 指 示 書 き を 持 つ も の が ほ と ん ど で あ る の で 、 そ の 指 示 が 適 切 か ど う か を

中 心 に 考 察 し た 。  

 第 三 節 で は 、 内 閣 本 の 裏 書 を 施 し た 人 物 に つ い て 、 無 住 か 、 後 人 か の 判 断 が 難 し い 話 を

と り あ げ 、 判 定 を 試 み た 。 巻 二 の 裏 書 に あ る 、 信 西 と 前 唐 院 の 宝 物 説 話 と 、 巻 三 、 巻 五 に

あ る 和 歌 に 関 す る 説 話 に つ い て で あ る が 、 結 果 と し て 、 無 住 自 身 に よ る 裏 書 と 想 定 し て 問

題 は な い と 考 え た 。 ま た 、 無 住 が 後 々 の 改 訂 で 増 補 し て い っ た 典 籍 群 の 一 例 と し て 、 肇 の

『 肇 論 』 、 『 宝 蔵 論 』 を 取 り 上 げ 、 無 住 の 加 筆 方 法 の 一 端 を 明 ら か に し た 。  

 

第 二 章 長 享 本 の 考 察  

 

 長 享 本 は 、 流 布 本 系 統 の 中 で 、 最 も 書 写 年 代 の 古 い 本 で あ る 。 第 一 節 で は そ の 伝 来 に つ

い て 、 各 巻 末 の 識 語 を 再 確 認 し た 。  

 第 二 節 で は 、 巻 二 ～ 巻 四 の 無 住 の 識 語 を 確 認 す る こ と に よ り 、 長 享 本 は 永 仁 三 年 の 改 訂

は 受 け て い る が 、 徳 治 三 年 の 改 訂 は 受 け て い な い 本 で あ る こ と を 確 認 し た 。  

 第 三 節 で は 、 ま ず 巻 三 ～ 巻 五 を 取 り 上 げ 、 長 享 本 の 本 文 の 独 自 性 を 指 摘 し た 。 巻 九 に つ

い て は 、 従 来 長 享 本 の 独 自 性 が 最 も 認 め ら れ る 巻 と し て 注 目 さ れ た が 、 そ の 本 文 を 刊 本 と

の 比 較 で 考 え る と 、 極 め て 特 殊 な 本 文 で あ り な が ら 、 『 沙 石 集 』 諸 本 全 般 の 流 れ の 中 で は 、

あ ま り 影 響 を 持 た な か っ た の で は な い か と の 結 論 を 得 た 。  

 

終 章  

 

 本 稿 を 総 括 し 、 各 伝 本 に お け る 、 永 仁 三 年 と 徳 治 三 年 の 改 訂 の 有 無 を 表 に し て 示 し た 。

今 後 の 展 望 と し て は 、 徳 治 三 年 の 改 訂 を 経 た 最 終 グ ル ー プ に 含 ま れ る 、 東 大 本 、 神 宮 本 、

岩 瀬 本 の 性 格 の 特 定 が 急 務 で あ る こ と を 述 べ た 。  

 

資 料 編  

 

 資 料 編 と し て 、 無 住 関 係 略 年 表 、 『 沙 石 集 』 説 話 対 照 目 次 表 ① ② 、 『 沙 石 集 』 和 歌 一 覧 、

『 雑 談 集 』 和 歌 一 覧 、 内 閣 文 庫 蔵 『 沙 石 集 』 翻 刻 を 収 録 し た 。  



 

 


